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石こう版画ワークショップ
―「石こう版画でツリーを作ろう」の実践―
米 村 太 一
Plaster print Workshop
-A Practical Study of Christmas tree drawing by Plaster print-
Taichi YONEMURA
要 旨
本研究は、版画の「石膏刷り技法」を使ったワークショップの実践報告である。「石膏刷り技法」
は、製版から刷りまでの工程が比較的簡単な凹版の技法で、「石膏刷り技法」によって作られた作品
が持つ、独特の質感はとても魅力的である。筆者は、「石膏刷り技法」に触れることで、多くの方が
版画に親しみやすくなると考え、「石こう版画ワークショップ」と題した、一般の方向けのワークショッ
プを開催することにした。本研究では、「石こう版画ワークショップ」の第1回目として実施した、「石
こう版画でツリーをつくろう」における「石膏刷り技法」の工程や、当日の運営についてを中心に述
べる。また今回の実践を、今後様々なテーマ、規模で開催予定の「石こう版画ワークショップ」に向
けて、どのように落とし込んで行くかについても考察した。
1．はじめに
本研究は、版画の「石膏刷り技法」を使ったワークショップ「石こう版画1でツリーをつくろう」での
実践を報告するものである。「石膏刷り技法」は、石膏2にインクを写し取ることで刷りを行う、凹版の技
法である。凹版は、通常支持体と版に圧をかけて刷りを行うため、プレス機がないと制作できない。しか
し「石膏刷り技法」は、圧をかける工程が不要なため、大掛かりな設備を必要とせずに凹版の制作ができ
る。「石膏刷り技法」で刷った作品は、支持体が石膏製の板状になり、画面に大理石のような艶が出るだ
けでなく、作品だけを展示しても見栄えする重厚さも持ち合わせている。このような支持体の質感は、作
品の良さをより引き立てているように感じる。
一方、「石膏刷り技法」には、石膏の重さや脆さによる、作品が壊れやすい、大きめの作品を作りにく
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1 ワークショップでは、参加者が親しみやすいよう、「石膏刷り技法」及び「石膏刷り技法」で制作した作品のことを、「石こ
う版画」という単語に言い換えて用いた。
2 硬質な歯科用石膏を用いることが多い。
No. 2（2019）59～69 59
石こう版画ワークショップ「石こう版画でツリーをつくろう」
日 時：2018年12月9日（13：00～16：00）
会 場：わいわい！！コンテナ2（交流コンテナ）
参加費：1000円（材料費、会場費）
定 員：7名（予約制）
当日の参加者：7名
いといった課題があるので、必ずしも扱いやすい技法とは言えないだろう。その為か、「石膏刷り技法」
は、広く知られているとは言いにくい。
筆者は、数年前に「石膏刷り技法」と出会い、作品の独特な絵肌に魅せられて以来、この技法を用いた
作品を制作するようになった。そして、制作に要領こそいるが、刷り上がりの不思議さに触れる体験は、
幅広い年齢層に、版画への関心をもつきっかけを与えられると考えたため、「石膏刷り技法」を使ったワー
クショップを、「石こう版画ワークショップ」と題して開催することにした。第1回目のワークショップ
では、サブタイトルを「石こう版画でツリーをつくろう」とし、「石膏刷り技法」で刷った作品に加筆や
装飾を行うことで、作品の完成度をさらに飛躍させることを前提とした活動を行なった。
本研究では、ワークショップ用にチューニングした「石膏刷り技法」の工程と、ワークショップ当日に
おける一連の活動の運営についてを中心に述べ、また今回の実践を、今後様々なテーマ、規模で開催予定
の「石こう版画ワークショップ」に向けて、どのように落とし込んで行くかについても考察した。
2．「石こう版画でツリーをつくろう」概要
2．1 ワークショップの活動の構想と会場選び
「石こう版画ワークショップ」を開催するにあたり、ワークショップでは、「石膏刷り技法」を知って
もらうことや、版画への興味を持ってもらうことを目指したため、初めて版画を制作する人であっても満
足が得られるよう、活動の構想を練る上で、以下の3点を柱にした。
（1）時間内に作品が完成し、満足のいく作品を持ち帰れること。
（2）参加者全員が同じものを作るのではなく、作品の中に個性を出せる機会があること。
（3）参加者の技量に差があっても、どの作品の完成度も高くなること。
また、制作する版画のテーマを、ワークショップの開催時期にちなんで「クリスマスツリー作り」にし
た。ワークショップの会場は、佐賀市内のコミュニティースペース「わいわい！！コンテナ2」を利用す
ることにした。「わいわい！！コンテナ2」は、海上輸送用のコンテナを再利用して作られた施設なので、
少人数での活動を前提としたコンパクトな空間だが、利用者の層は地域の子どもから高齢者までと幅広く、
様々な方のワークショップヘの参加が見込めた。ワークショップの活動時間は、小さな子どもが参加する
ことを想定し、体力面と活動内容を考慮して3時間とした。
2．2 当日の動き
⑴ スケジュール
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タイムスケジュール
13：00 ワークショップ内容の説明（15分間）
13：15 製版（45分間）
14：00 刷り（50分間）※1人あたりの所要時間は30分程度
14：50 着色、装飾（50分間）
15：40 作品完成、まとめ
15：50 片付け
16：00 終了
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ワークショップで使用した材料、
道具は以下の通りである。
①下絵2種類 ②版材（アクリル板）
③画用紙（白） ④画用紙（黒）
⑤マスキングテープ2枚 ⑥容器
⑦瞬間接着剤（ゼリー状） ⑧食塩4g
⑨フック ⑩ウエス ⑪割り箸
⑫ピンセット ⑬ニードル ⑭面相筆
⑮彩色筆 ⑯アクリル絵具（白）
⑰石膏（彫塑用焼石膏）250g
⑱スパンコール ⑲墨汁 ⑳霧吹き
㉑版画用油性インク ㉒ゴムベラ
㉓湯150cc ㉔水適量
図1 実際にワークショップで配布、使用した材料や道具
⑵ 材料、道具
ワークショップでは、「大学版画学会誌第38号」に掲載された、「石膏刷り技法」を用いた教材開発の研
究3を参考にし、版材にアクリル板、石膏は彫塑用の焼石膏を使用した。また、石膏、食塩、湯の分量は、
ワークショップで制作する作品の大きさに合わせて算出した。使用した材料や道具のうち、⑱～㉒は共用
で使用し、それ以外は1人分のセットとして配布した。
⑶ 製版
① 制作する下絵を選択する。
参加者の制作進度や完成度を一定の水準に保つため、ワークショップではあらかじめ、もみの木の下絵
を用意した。下絵は、2種類（図2、図3）配布し、絵柄の好みや技量に応じて、好きな方を選べるよう
にした。また、下絵のもみの木の大きさやシルエットから大きく変わらなければ、参加者は絵柄を自分な
りにアレンジすることもできる旨をアナウンスした。
3 渡辺達正・白井信行「石膏刷り その簡単な制作方法の研究と児童教材としての可能性」大学版画学会誌第38号、2009年、
53頁。
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図2 下絵A200×160（㎜） 図3 下絵B200×160（㎜）
図4 製版の様子 図5 彫り跡が見やすくなった版
② 下絵とアクリル板を仮止めし、ニードルでアクリル板を掘り進める。
下絵にはそれぞれ、もみの木を囲う長方形のフレームを2つ印刷した。アクリル板の4辺を、下絵の外
側のフレーム（図2－a）に合わせ、マスキングテープで仮止めする。製版作業は、アクリル板にニード
ルの先で細い線を描くようにして行う（図4）。透明なアクリル板は、彫った線が見えにくいが、下絵と
アクリル板の間に画用紙（黒）を挟むと、彫り跡が見やすくなり、彫り漏れを防げる（図5）。
製版の時間は、下絵Ａ（図2）が40分、下絵Ｂ（図3）が20分と想定していたが、実際は、下絵Ａ（図
2）が40分程度、下絵Ｂ（図3）が25分程度かかった。
⑷ 刷り
① 版にインクを出し、ゴムベラで塗り広げる。
「石膏刷り技法」では、油性の版画用インクを用いる。刷りの終盤、版から硬化した石膏を剥がすとき
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に、版面に油を含んだインクの薄い膜があ
る方が、石膏をはずしやすいから4である。
ワークショップでは、「新日本造形図工・
美術教材カタログ2018年版」を参考にし、
サクラ版画絵具油性（チューブ入）を使用
した。インクが版に詰まるよう、ゴムベラ
を版に押し付けながらインクを伸ばす（図
6）。
② インクをウエスで拭き取る。
ウエスを丸めて、円を描くようにして版
面を拭く（図7）。アクリル板越しに下絵
が透けて見えると、版にインクが詰まって
いるかを確認しにくいため、下絵とアクリ
ル板の間に画用紙（白）を挟んで、インク
の詰まり具合を確認する。
③ 石膏を作る。
石膏は、通常水と混ぜると30～40分程度
で硬化するが、ワークショップでは、石膏
の硬化時間を短縮して制作時間を確保した
かったため、食塩を入れた湯で石膏を溶い
た。食塩を湯に溶かし、続けて石膏を加え
て丁寧に混ぜる（図8）と、硬化時間を15
分程度まで短縮できる5。
④ 版に石膏を流し込む。
よく混ぜた石膏を版の上に流し、下絵の
内側のフレーム（図2－b）に合わせるよ
うにして形を整える（図9）。一般的な「石
膏刷り技法」では、木枠やスポンジテープ
で、版面に土手を作ってから石膏を流し込
む方法6を用いるが、ワークショップでは、
土手を作らなかった。土手を作ると、2回
目以降の刷りを行う場合に、固定した土手を移動する必要があり、手間がかかる。一方、土手を設けなけ
れば、作品の縁が薄くはなるが、フリーハンドで成形した石膏のシルエットが有機的な曲線を描き、土手
を用いた時とは違った良さにつながるメリットも期待できた。
4 菅野陽「改定銅版画の技法」美術出版社、1962年、198頁。
5 湯は、石膏の結晶が成長するのを助け、食塩は、成長した結晶がより効率的に凝集するのを助けるため、石膏の硬化時間が
短縮できると考えられる。以上は、赤津隆教授からご指導いただいた。ここに記して御礼申し上げる。
6 囲われた土手の中に石膏を流し込むと、土手の中で石膏が固まり、刷り上がった作品の支持体の厚みは均一になる。
図8 塩湯に溶かした石膏を丁寧に混ぜる
図7 インクの拭き取り
図6 インクを伸ばす様子
石こう版画ワークショップ 63
図10 フックの埋め込み
⑤ フックを取り付ける。
硬化する前の石膏に、フックを埋め込む（図10）。
フックは、完成した作品を壁面にかけて展示できる
ようにする為のもので、あらかじめワークショップ
用にアルミ線で作っておいたものを配布した。フッ
クは、硬化した石膏から抜けにくいよう、埋め込む
部分の形状を複雑にした（図11）。
⑥ 版から硬化した石膏を剥がす。
硬化した石膏を版から剥がすと、石膏に絵が印刷
されており、「石膏刷り技法」を用いた作品が完成
する（図12）。石膏を版から剥がすときに、版面に
沿って石膏を滑らせてしまうと、作品の表面がイン
クで汚れたり、削れてしまったりするので、石膏は、
版から真上に持ち上げて剥がす。ワークショップで
は、ここからさらに加筆、装飾の工程に移った。
⑸ 着色、装飾
① 作品への着色を行う。
はじめに、作品の背景やもみの木に色をつけ、シ
ルエットの強調をする。支持体が石膏なので、水彩
絵具等でカラフルな色をつけることもできるが、
ワークショップでは薄墨を用いた。簿墨を使用した
のは、薄墨が版画用インクの黒と相性が良いと考え
た点が大きいが、水彩絵具等を使用して、せっかく
刷った版画を塗りつぶしてしまったり、最後に施す
図11 フックの形状
図9 石膏の成形
図12 刷り上がり
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図13 霧吹きによる薄墨の塗布 図14 彩色筆による着色 図15 雪の描写
装飾が見えにくくなったりすることを避けたかったからでもある。市販の墨汁を、適当な薄さになるまで
水で薄め、霧吹きや彩色筆を使って作品に着色した（図13、図14）。
薄墨による着色が終わったら、アクリル絵具（白）で加筆を行う。細かい描写がしやすい面相筆を使い、
もみの木や地面に絵具を厚く置く要領で、雪を描いていく（図15）。なお、ワークショップで使用したア
クリル絵具（白）は、あらかじめ、使いやすい粘度になるまで水を加えて調整し、配布した。
② スパンコールで作品の装飾を行う。
作品の表面にスパンコールを飾りつけ、ワークショップの
作品が完成する。ワークショップでは、制作後すぐに作品を
持ち帰るため、なるべく待ち時間が長くならないよう、瞬間
接着剤（ゼリー状）を使用した。先に作品の表面に瞬間接着
剤を1滴置き、その上にピンセットを使ってスパンコールを
置いていくと、効率よく作業ができた（図16）。
⑹ まとめ、片付け
作品の完成後は、参加者の作品を鑑賞し、作品の扱い方に
ついての簡単な説明を行った（図17）。サインやエディショ
ンの記入についても説明の中で触れた。実際にサイン等を作
品に記入するのは、石膏が完全に硬化し、水気がなくなって
しまってからの方が良いと考え、翌日以降を推奨した。片付
けでは、余った石膏の廃棄方法について説明した。ワーク
ショップでは、石膏が余らないように量を調節したので、硬
化した石膏を廃棄する必要はなかった。しかし、参加者が個
人的に、自宅で「石膏刷り技法」を試すとき、湯や水で溶い
た石膏が余る可能性があるため、その場合は、住んでいる地
域の自治体のルールに沿って石膏を廃棄するよう伝えた7。
7 佐賀市は、市のホームページ上で「佐賀市清掃工場ごみ分別辞典（家庭ごみ編）」を公開しており、その中で、石膏を「燃え
ないごみ」としていることも、あわせてアナウンスした。
図17 鑑賞の様子
図16 スパンコールによる飾りつけ
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図18 ワークショップの様子 図19 ワークショップの様子
図20 ワークショップの様子 図21 ワークショップの様子
図22 ワークショップの様子 図23 ワークショップの様子
2．3 当日の様子
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図29 参加者の作品 図30 参加者の作品 図31 参加者の作品
図26 参加者の作品 図27 参加者の作品 図28 参加者の作品
図25 参加者の作品図24 見本で示した参考作品
2．4 参加者の作品
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3．考 察
今回実施したワークショップは、少人数ではあったが、小学生から高齢の方までバランスよく、幅広い
年齢層の方が参加した。ワークショプの一連の活動を通して、どの参加者からも良い反応が得られた。ワー
クショップが好評だった理由は、参加者が、制作した作品に満足できたことが大きいと考えられるが、「石
膏刷り技法」での作品制作という、馴染みのない経験ができたことも理由のひとつであったに違いない。
版画制作に触れる機会は、学校教育にもあるが、木版画や紙版画をはじめとする凸版であることが一般的
である。そのため、凹版を制作したことが新鮮で面白かったという声も多く、改めて「石こう版画ワーク
ショップ」を開催したことが有意義だったと感じた。
ワークショップのタイムスケジュールは、概ね予定通りに進めることができ、全工程3時間で参加者全
員が作品を完成させて持ち帰ることができた。あらかじめ下絵を配布したことで、参加者の作品がどれも
似てしまうのではないかと心配したが、完成作品には、参加者なりの工夫やアレンジが見られて良かった。
作品の完成度も高く、構想の段階で柱とした3点は満たすことができたと考えている。
制作における各工程には、参加者にとって技術的に困難だった箇所はなかったが、刷りの工程では運営
上の配慮を行った。製版の工程で、うまく力を入れられず、版の彫りが極端に浅かった場合、作品の絵が
薄くなったり、かすれたりすることがある。刷りは、参加者に完成の手応えを感じて欲しい場面なので、
もし刷れなかった時、参加者が落胆してしまうことを避けたかった。その為、うまく刷れなかった参加者
が、気軽な気持ちで修正に臨めるよう、あらかじめ全員に「版画作品は、実際に刷りを行うまで、どのよ
うな仕上がりになっているのか分からない。実際に刷った作品を見て、修正の必要があれば、納得できる
まで版に手を加える。版画制作は、製版と刷りを繰り返しながら、行っていくものである。」という旨を
伝え、ワークショップ運営の潤滑化を図った。
また、同様のワークショップを、数十人規模で実施した時、同じタイムスケジュールで全員が作品を完
成させることができるか、という運営上の疑問が残った。今回のワークショップは、少人数規模で実施し
たからこそ、筆者が参加者の制作状況に関わりやすく、結果的にスムーズな運営ができたと言っても過言
ではない。実際、製版や刷りの工程では、版の彫り具合やインクの拭き取りの程度に、厳密ではないが、
ちょうど良い感覚的な加減があるため、参加者の制作の様子を確認して回った。そのため、次回以降、よ
り大人数規模で「石こう版画ワークショップ」を実施する場合は、ワークショップの活動時間を延ばし、
時間的な余裕を設けたり、サポーターを増やしたりすることも視野に入れなければならいないだろう。他
にも、工程別にサンプルを用意して見せ、感覚的な加減を視覚化するなどの対策や工夫が必要だと思われ
る。
また、規模に関わらず、石こう版画と相性が良いテーマの設定も「石膏刷り技法」を楽しむ上で重要な
要素だと考えており、今後も引き続き、新しいテーマを柔軟に考えていきたい。
4．おわりに
今回のワークショップの中で、参加者が版から石膏を剥がす際に、しっかり絵が刷れているかを心配す
る声から、安心と驚きの声に変わった時の様子が特に印象的だった。実際に刷ってみるまで、作品がどう
なっているのか分からない版画の醍醐味や、ものづくりの達成感を味わってもらうことができたのではな
いだろうか。
ワークショップが終わると、参加者が、今回使用しなかった下絵を使って、自宅でもう1枚作品を作っ
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てみたいと話していた。完成作品の表面の艶や、絵の部分の凹凸に気づいて、新鮮に感じている参加者も
見られ、当初思い描いていた、参加者に対して「石膏刷り技法」に親しみ、版画に関心をもつきっかけを
提供するという目的を、果たすことができたと感じ、同時に「石膏刷り技法」の魅力を再発見することが
できた。
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